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議
員

今
後
、
本
市
に
お
い

て
も
、「
二
○
○
七
年
問
題
」

と
い
わ
れ
る
団
塊
の
世
代
の

退
職
等
に
よ
り
住
民
税
の
減

少
が
予
測
さ
れ
、
財
政
は
厳

し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

十
六
年
度
の
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
の
一
般
財
源
等
増
減
額

か
ら
み
た
財
政
状
況
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
の
か
聞
き
た

い
。

総
務
部
長

行
政
コ
ス
ト
計

算
書
は
、
資
産
形
成
に
は
つ

な
が
ら
な
い
当
該
年
度
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
状
況
を

示
す
も
の
で
、
十
六
年
度
の

一
般
財
源
等
増
減
額
は
、
前

年
度
比
約
四
億
二
○
○
○
万

円
の
減
で
あ
っ
た
。こ
れ
は
、

一
般
財
源
は
増
加
し
た
も
の

の
、
扶
助
費
等
の
行
政
コ
ス

ト
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
財
政
事
情
は

大
変
厳
し
い
と
認
識
し
て
い

る
。

議
員

十
六
年
度
は
、
市
民

生
活
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
で
事
業
を
実
施
し
て

き
た
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
部
長

市
民
と
協
働
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る

た
め
に
、
市
民
と
の
「
い
ど

ば
た
会
議
」
等
を
通
じ
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
声
を
聞

く
プ
ロ
セ
ス
づ
く
り
に
取
り

組
み
、
市
民
の
生
の
声
を
生

か
し
た
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
市

民
か
ら
も
一
定
の
評
価
が
得

ら
れ
た
と
考
え
る
。

議
員

十
六
年
度
の
歳
出
で
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
維
持
管

理
費
の
支
出
が
前
年
度
と
比

較
し
て
増
加
し
た
理
由
を
聞

き
た
い
。

市
長

人
件
費
の
決
算
額
は

一
八
二
億
一
○
○
○
万
円
余

で
、
前
年
度
比
四
・
六
％
の

増
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
普
通

退
職
を
含
む
退
職
者
が
前
年

度
よ
り
四
○
人
増
え
て
一
一

六
人
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
要

因
で
あ
る
。
扶
助
費
は
、
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
援

費
制
度
へ
の
移
行
、
児
童
手

当
の
支
給
対
象
年
齢
の
拡
大
、

生
活
援
助
人
員
お
よ
び
世
帯

の
大
幅
な
増
加
等
に
よ
り
一

○
七
億
二
○
○
○
万
円
余
と

な
り
、
前
年
度
比
一
二
・
五

％
の
増
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

維
持
管
理
費
は
、
ひ
ら
つ
か

ア
リ
ー
ナ
等
の
新
規
施
設
の

管
理
経
費
が
加
わ
り
、
人
件

費
を
除
い
た
額
は
三
四
億
五

○
○
○
万
円
余
で
あ
り
、
前

年
度
比
七
・
七
％
の
増
で
あ

っ
た
。

議
員

本
市
で
は
行
政
改
革

を
推
進
し
て
い
る
が
、
毎
年

の
よ
う
に
委
託
料
を
含
む
物

件
費
が
増
加
し
て
い
る
理
由

を
聞
き
た
い
。

総
務
部
長

民
間
委
託
の
推

進
に
よ
り
人
件
費
が
物
件
費

へ
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
、
施

設
の
増
設
等
に
伴
う
業
務
委

託
や
管
理
経
費
の
増
が
物
件

費
増
加
の
原
因
で
あ
る
。
民

間
へ
業
務
を
委
託
す
る
場
合

は
、
職
員
の
人
件
費
と
事
業

者
へ
の
委
託
料
を
比
較
し
た

う
え
で
、
経
費
節
減
と
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
維
持
向
上
を
検

討
し
て
進
め
て
い
る
。

議
員

十
六
年
度
は
、
一
般

会
計
か
ら
九
七
億
九
○
○
○

万
円
余
が
特
別
会
計
に
繰
出

金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い

る
。
特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
の
健
全
な
財
政
運

営
の
た
め
収
入
確
保
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
繰

出
金
を
支
出
す
る
場
合
の
基

本
的
な
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

市
長

受
益
者
が
直
接
負
担

を
す
る
会
計
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
負
担
額
を
設
定
し
、

受
益
者
以
外
の
市
民
に
過
大

な
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
負
担
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
収
納
率

の
向
上
に
も
努
め
、
赤
字
補

�
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
に
安
易
に
求
め
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

議
員

十
六
年
度
に
お
け
る

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
状
況
と
今
後
の

事
業
運
営
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長

主
な
も
の
は
、
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
四
六

億
八
○
○
○
万
円
、
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
へ
の

二
一
億
九
○
○
○
万
円
余
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
へ

の
十
四
億
六
○
○
○
万
円
余

な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の

繰
出
金
は
、
今
後
の
財
政
運

営
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と

な
る
も
の
の
、
各
事
業
は
市

民
生
活
に
密
着
し
た
も
の
で

あ
り
、
継
続
的
に
実
施
す
る

た
め
に
も
適
正
な
受
益
者
負

担
と
市
の
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

を
十
分
に
考
慮
し
て
運
営
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

今
後
も
、
国
民
健
康

保
険
の
高
齢
受
給
者
数
や
介

護
保
険
事
業
の
要
介
護
者
数

等
が
増
え
る
と
見
込
ま
れ
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
繰

出
金
の
限
界
値
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長

法
令
に
よ
っ
て
市
の

負
担
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い

る
介
護
保
険
事
業
や
老
人
保

健
医
療
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
規
定
の
範
囲
内
で
負
担

し
て
い
く
。
ま
た
、
下
水
道

事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業

に
つ
い
て
は
繰
り
出
し
の
基

準
は
あ
る
も
の
の
、
赤
字
補

�
的
な
繰
り
出
し
で
あ
る
た

め
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

や
収
納
率
の
向
上
に
努
め
、

極
力
、
繰
出
金
は
圧
縮
し
て

い
き
た
い
。

議
員

十
六
年
度
の
病
院
事

業
決
算
に
よ
れ
ば
、
外
来
で

の
投
薬
や
高
価
な
注
射
薬
剤

の
使
用
に
よ
る
収
入
の
増
加

で
医
業
収
益
が
増
収
し
、
医

業
費
用
が
減
少
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
純
損
失
は

一
億
四
○
○
○
万
円
余
、
未

処
理
欠
損
金
は
一
二
億
六
○

○
○
万
円
余
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
運
営
費
負

担
金
は
、
市
の
財
政
状
況
の

影
響
を
受
け
る
不
安
定
な
要

素
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急

な
経
営
改
善
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
経
営
見
通
し
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

急
性
期
入
院
加
算
の

算
定
開
始
や
患
者
給
食
の
全

面
委
託
な
ど
、
十
六
年
度
も

収
益
の
増
加
や
費
用
の
削
減

を
図
っ
て
き
た
が
、
赤
字
決

算
と
な
っ
た
。
平
成
九
年
度

に
始
ま
っ
た
経
営
改
善
推
進

期
間
は
二
期
八
年
に
わ
た
り
、

各
種
の
経
営
改
善
策
を
実
施

し
て
き
た
。
繰
入
金
を
除
く

医
業
収
支
比
率
が
八
年
度
か

ら
三
・
八
ポ
イ

ン
ト

上
昇
し
て
十
六

年
度
は
九
一
・
八
％
に
改
善

さ
れ
た
こ
と
が
実
績
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
収
支

均
衡
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
地
域
医
療
支
援
病

院
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
、

救
急
医
療
の
充
実
等
に
よ
る

新
規
患
者
の
確
保
を
図
る
こ

と
で
、
収
支
の
改
善
に
努
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

市
民
病
院
の
役
割
を

明
確
に
し
、
早
急
な
黒
字
転

換
に
向
け
た
具
体
的
な
数
値

目
標
等
を
示
す
べ
き
と
思
う

が
、
経
営
改
善
の
考
え
方
を

聞
き
た
い
。

市
長
・
助
役

院
長
や
院
内

各
職
種
の
代
表
者
で
構
成
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、

収
支
均
衡
と
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
の
役
割
を
検
討
し

て
き
た
。
そ
の
中
で
、
急
性

期
医
療
の
病
院
と
し
て
の
機

能
の
充
実
、
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
の
地
域
完
結
型
医

療
へ
の
貢
献
、
救
急
医
療
の

拡
大
と
充
実
が
当
病
院
の
役

割
で
あ
る
と
考
え
、
具
体
的

な
経
営
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
る
。
患
者
の
視
点
に

立
っ
た
医
療
、
安
心
で
信
頼

さ
れ
る
医
療
、
地
域
に
根
ざ

し
た
医
療
、
そ
し
て
病
院
経

営
の
健
全
化
の
向
上
と
い
う

四
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
る

内
容
で
経
営
改
善
計
画
が
ま

と
ま
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら

を
柱
と
し
て
改
善
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
、
経
営
の
健
全

性
の
確
立
に
関
し
て
は
、
病

院
長
や
看
護
師
長
か
ら
な
る

経
営
改
善
委
員
会
を
設
置
し
、

具
体
的
に
中
期
的
計
画
を
立

て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員

経
営
改
善
計
画
は
い

つ
作
成
で
き
る
の
か
、
ま
た

黒
字
化
の
目
標
に
つ
い
て
も

聞
き
た
い
。

助
役

経
営
改
善
計
画
に
つ

い
て
は
、
十
七
年
度
中
に
結

論
を
出
し
た
い
。
ま
た
、
計

画
の
実
施
期
間
は
お
お
む
ね

三
年
程
度
を
予
定
し
て
お
り
、

黒
字
化
も
そ
の
期
間
内
に
達

成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

議
員

市
内
で
は
、
年
間
約

一
七
○
以
上
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
お
り
、
湘
南
ひ

ら
つ
か
七
夕
ま
つ
り
を
は
じ

め
一
○
年
以
上
の
歴
史
の
あ

る
産
業
ま
つ
り
、
健
康
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
毎
年
、
前
例
踏
襲
型
で
開

催
さ
れ
て
い
る
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

本
市
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
そ
れ

ぞ
れ
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

毎
年
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

開
催
し
て
い
る
。
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
市
民
に
喜
ば
れ
て

お
り
、
参
加
者
も
多
く
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
ま
ち

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

は
膨
大
な
経
費
が
必
要
と
な

る
。
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
効

率
化
の
観
点
か
ら
イ
ベ
ン
ト

の
統
廃
合
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
長
・
企
画
部
長

第
四
次

行
政
改
革
実
施
項
目
の
「
事

務
事
業
の
見
直
し
と
民
間
活

力
の
活
用
」
の
中
で
、
イ
ベ

ン
ト
の
見
直
し
を
あ
げ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
時
代
の
変

化
に
対
応
し
た
効
率
的
、
効

果
的
な
事
業
を
実
施
す
べ
く

見
直
し
に
努
め
て
き
た
。
第

五
次
行
政
改
革
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
イ
ベ
ン
ト
の
意

義
を
改
め
て
確
認
し
、
評
価

を
行
い
、「
存
続
す
る
も
の
」、

「
改
善
す
る
も
の
」、「
市
民

と
の
協
働
に
よ
り
充
実
し
て

い
く
も
の
」
に
区
分
し
、
実

施
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

議
員

市
民
と
の
協
働
の
時

代
で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
運

営
の
民
間
へ
の
移
行
に
つ
い

て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

企
画
部
長

第
五
次
行
政
改

革
の
「
協
働
に
よ
る
行
政
運

営
」
の
理
念
に
基
づ
き
行
政

主
体
の
運
営
か
ら
市
民
参

加
、市
民
と
の
協
働
の
運
営
、

市
民
主
体
の
運
営
を
推
進
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
件
費
・
扶
助
費
等

増
加
し
た
理
由

経
営
改
善
計
画

早
急
な
策
定
を

九
月
定
例
会
の
常
任
委
員

会
で
は
一
件
の
審
査
が
行
わ

れ
た
。

請
願
第
三
号

高
齢
者
の

プ
ー
ル
使
用
料
減
免
を
求
め

る
請
願
で
は
、
高
齢
者
の
健

康
維
持
に
プ
ー
ル
の
利
用
は

有
効
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
高
齢
化
社
会
等
の
状
況

や
障
害
者
福
祉
等
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
本
請
願
の
趣
旨

は
十
分
理
解
で
き
る
た
め
、

今
後
、
市
の
施
策
や
西
部
福

祉
会
館
等
の
施
設
の
建
設
計

画
を
検
討
す
る
中
で
、
新
た

な
状
況
を
創
出
す
る
こ
と
を

市
に
要
望
す
る
。
し
か
し
、

本
請
願
の
総
合
公
園
の
プ
ー

ル
使
用
料
減
免
に
関
し
て

は
、
福
祉
施
設
の
プ
ー
ル
と

は
使
用
用
途
が
異
な
る
こ
と

か
ら
不
採
択
と
す
べ
き
で
あ

る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
採

決
し
た
結
果
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
な
り
、
本
会
議

で
も
不
採
択
と
決
定
し
た
。

請請
願願
のの
審審
査査
概概
要要
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「「市市民民のの声声」」生生かかししたた施施策策展展開開

依然として厳しい財政状況

特別会計への繰出金

今今後後のの支支出出増増をを懸懸念念
下水道・介護保険事業など

（�）平成��年（２００５年）��月��日

平成１６年度に完成した「ひらつかアリーナ」

ひらつか議会だより

病
院
事
業
決
算

収
支
均
衡
へ
の
見
通
し
尋
ね
る

市
内
で
開
催
の
イ
ベ
ン
ト

統
廃
合
の
考
え
聞
く
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